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令和８年度（２０２６年度）の幕開けです！ 
校長 山本 貴洋 

春の嵐の日もあれば、夏を思わせる日もあり、新年度の幕開けを、天気もうきうき

わくわくした様子で迎えているように感じ取れます。千草台東小学校は、４月８日に新

しい職員を迎え、それぞれ新しい学年に進級した子ども達と着任式と始業式を行いました。

新たな気持ちで令和８年度のスタートを切りました。４月１０日には、令和８年度入学式

を挙行しました。今年度、１７名の新入生を迎え、全校児童１６１名、通常学級７クラス

（６年生２クラス、５～１年生１クラス）と、特別支援学級（おおぞら学級）２クラスと

なります。 

改めまして、お子さんの進級、ご入学、誠におめでとうございます。 

始業式では、子ども達に「今年度も、笑顔と挨拶があふれる千草台東小学校にしてい

きましょう。」と伝えました。そして、それを実現するために合言葉も確認しました。

それは、千草台東小の「ひ・が・し」です。「ひがしっ子通信」でもお伝えしましたが、

「ひ」は、ひとに優しくできる子、困っている友達に優しくしたり協力したりして過ご

していきましょうということです。「が」は、がんばる子、めあてや目標をもち、最後まで頑張ろうということ

です。うまくいっても失敗してもふり返りをして次につなげることが成長につながります。

結果を恐れず、チャレンジしてほしいと思います。「し」は、しっかり挨拶ができる子です。

「おはよう」「ありがとう」「いってきます」「いただきます」その場面に合った、いろいろな

挨拶を進んでできるといいですね。ご家庭でも声をかけていただけたら幸いです。子ども達

一人一人が心も体も元気に、安心して楽しく過ごしていけるようにしていきたいと思います。 

ご家庭で心配なことがありましたら、学校にご相談ください。子ども達を真ん中に据えて、ご家庭と地域と

学校とが手を取り合い、子ども一人一人のよさや頑張りを認め、保護者の皆様と子ども達の成長を喜び、共有

できたら幸いです。保護者の皆様、地域の皆様のお力添えをいただき、教職員がチーム一丸となって実りある

一年にして参りたいと思いますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆千葉市では☆ 

【学校における合理的配慮の提供について】 

合理的配慮は、子供に合った必要かつ適当な変更及び調整で、特定の場面において必要とされ、過度な

負担を課さないものです。学校に合理的配慮の提供を求める場合には、学校(学級担任)に申し出ください。 

【生命(いのち)の安全教育月間について】 

子ども達が性暴力の加害者や被害者、傍観者にならないための教育や啓発の充実を進めています。 

毎年４月を「生命(いのち)の安全教育月間」として、子ども達に生命の尊さやすばらしさ、自分や相手

を尊重し、大事にすることや一人一人が大切な存在であること等を伝えます。 

 

 

 

 

 

 

とにやさしく 

っかりあいさつ 

んばる 

 自ら学び、心豊かにたくましく生きる東の子の育成 
      笑顔あふれる学校をめざして       

①やさしい子 （徳） 

②かしこい子 （知） 

③たくましい子（体） 

≪こんな子供に≫ 

 

 

 

①子供の力を信じ、 

それを伸ばす教職員 

②子供に寄り添い、信頼される教職員 

③向上心をもち、学び続ける教職員 

④授業力のある教職員 

 

 

①一人一人が大切にされる学校 

②明るく活気に満ちた学校 

③安全・安心で、 

美しく整備された学校 

④保護者・地域から信頼される学校 

≪こんな学校に≫ ≪こんな教職員に≫ 
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